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I 研究水準（分析項目ごとの水準及び判断理由） 

 

1. 研究活動の状況 

 

期待される水準を大きく上回る 

 

[判断理由] 

 「研究活動の実施状況」のうち、研究の実施状況については、国際学術誌上位 50 誌掲載

論文数（平成９年から平成 19 年）が約 47.3 件（一名当たり 1.9 件）、SSCI(Social Science Citation 

Index)における一名当たり論文被引用数(昭和 46 年から平成 19 年)が 175.6 件であり、研究

活動が極めて活発に継続されている。また、21 世紀 COE プログラム「先端政策分析のイン

ターフェイス拠点の形成」を推進するほか、研究所内に各種の研究センターを設置し、経

済学分野の先端的国際研究拠点として活発に共同研究を行い、複雑な社会・経済問題に対

処するための学際的研究を推進してきた。さらに、International Journal of Economic Theory を

刊行してきた。研究資金の獲得状況については、平成 16 年度から平成 19 年度の各年度に

おける科学研究費補助金の採択率がそれぞれ 61.1％、70.6％、75.0％、89.5％と極めて高く、

受入れ金額合計が 5,830 万円、4,340 万円、3,720 万円、3,129 万円である。その他の競争的

外部資金の受け入れ状況は、21 世紀 COE プログラムが１件、平成 16 年度から平成 18 年度

の各年度の寄付金がそれぞれ 4,150 万円、4,227.5 万円、7,190 万円であり、受託研究費は 910

万円、5592 万円、6148 万円と急増している。この間、寄附講座を延べ３件開設したことな

どは、優れた成果である。 

 特に、主要国際学術誌掲載論文数（平成９年から平成 19 年）が 47.3 件（一名当たり 1.9

件）、SSCI における一名当たり論文被引用数(昭和 46 年から平成 19 年)が 175.6 件である。

また、現在では外部資金が総予算の 25％を占めることは特筆すべき状況にあるという点で

「期待される水準を大きく上回る」と判断される。 

 以上の点について、経済研究所の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、研究

活動の状況は、経済研究所が想定している関係者の「期待される水準を大きく上回る」と

判断される。 

 

 

2. 研究成果の状況 

 

期待される水準を上回る 

 

[判断理由] 

 「研究成果の状況」について、学術面では、当該研究所は理論経済学・計量経済学にお
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いて日本の経済学界をリードしてきており、世界の経済学研究を代表する学術雑誌に、先

駆的な研究成果として国際的に高い評価を受けた論文を数多く発表している。社会、経済、

文化面では、経済理論に関する学術的研究成果を踏まえ、社会的要請の高い経済問題に対

する政策提言や産官学共同研究等の活動を通して、多大な貢献をしている。また、平成 16

年度から平成 19 年度に紫綬褒章はじめ９件の栄誉等を受けている。これらの状況などは、

優れた成果である。 

 以上の点について、経済研究所の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、研究

成果の状況は、経済研究所が想定している関係者の「期待される水準を上回る」と判断さ

れる。 

 

 

II 質の向上度 

 

1．質の向上度 

 

大きく改善、向上している、または、高い質（水準）を維持している 

 

当該組織から示された事例は２件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」と判断された。 
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